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24.5.15 政策企画部 

液状化等に関する説明会 

今後の生活再建に関するアンケート集計結果（令和６年５月８日現在） 

 

有効回答数：170 件 

 

■被災者に関する質問 

 

質問１：回答者様ご自身は被災された方ですか。 

 

・被災者本人が約９割 

 

 

 

 

 

 

質問２：被災された方（世帯主）の年代を教えてください。 

 

・29 歳以下は回答なし 

・60 代以上が約７割 

・50 代以上が約９割 

 

 

 

 

 

質問３：被災された方の世帯人数を教えてください。 

 

・単身世帯は１割 

・２～４人世帯が 

約８割 
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質問４：被災された方ご自身の現在の健康状態で最も当てはまるものをお選びください。 

 

・約３割が地震後に 

体調が悪化 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・体調悪化 ・めまい ・不安、いらいら、心配 

・小さい子が不安 

 

質問５：罹災証明書の「住家の被害の程度」を教えてください。 

 

・半壊以上が７割超、 

半壊が全体の約半数 

・準半壊以下が約２割 

 

 

 

 

 

 

 

■住宅再建に関する質問 

 

質問６：「被災者住宅応急修理」の申請はお済みですか。 

 

・申請済は約３割 

・申請を検討中または 

未定が半数 
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質問７：工事の完了はいつごろの予定でしょうか。 ※質問６で申請済み又は申請予定と回答の方 

 

・約半数が工事完了 

時期未定 

 

 

 

 

 

 

質問８：申請の手続きが進められない理由を教えてください。（複数選択可） 

※質問６で検討中又は未定と回答の方 

 

・修繕範囲の迷いや 

費用負担の大きさが 

各３割超 

 

 

 

 

【その他】 

・建替を検討中 ・耐震診断の結果待ち ・修理が必要か否か検討中 

・地盤改良しなければ意味がない ・業者が多忙で見つからない  

・見積有料で検討が進まない ・再調査申請中 

・支援制度が理解できない ・時間がない 

 

■その他 

 

質問９：健康状態などお困りごとの相談先はありますか 

 

・相談先の有無は概ね半々 

・相談先は「かかりつけの医療 

機関」が大半で、次いで 

「家族・親戚」が多い 

 

 

 

 

46%

2%

52%

～令和６年12月末までに完了する

令和７年１月以降になる

未定
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相談する建築事業者が見つからない・

分からない

どこまで修繕すべきか迷っている

工事費用の負担が大きい

その他
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質問 10：その他必要な支援や対応はどのようなものですか。（複数選択可） 

 

・支援制度の情報提供や 

手続支援が半数 

 

 

 

 

 

【自由意見】 

 

＜液状化関連＞ １９ 

・将来に向けた液状化の対策を必ずしてほしい ４ 

・液状化対策の計画・工程の速やかな提示と、説明会の開催を望む ３ 

・液状化被害は全国的に認知されていないので、国にもっと被害状況を訴えてほしい 

・宅地の液状化対策への支援を手厚くしてほしい ２ 

・国が公表した液状化被害への追加支援金の詳細を知りたい 

・建て替え時等の地盤改良への支援を拡充してほしい ２ 

・砂が噴出しないように雨季の排水対策を望む 

・液状化した土地の固定資産税の減免を望む 

・液状化が起きる前に対策してほしかった ２ 

・液状化が進行している状況での修繕に不安 

・県外の地盤のいいところに引っ越した方が安心 

 

＜道路・下水道関連＞ １４ 

・早期の道路復旧及び復旧時期や施工内容の周知を図ってほしい １３ 

・下水道接続と駐車場や外構のすり付けは市で施工をしてほしい 

 

＜支援制度関連＞ ２２ 

・支援金額の増額を望む ９ 

・家の傾き修繕、耐震化工事、地盤調査、家財の一時預かりなども支援してほしい ２ 

・支援制度の手続きを支援してほしい ３ 

・国の支援金と同じく、市独自支援制度も解体する場合は全壊扱いとしてほしい 

・支援制度の新設や変更は早く情報提供してほしい ３ 

・個別訪問により要望や状況を把握してほしい 

・支援制度の申請期限を延長してほしい 

・市で土地を買い取ってほしい 

・市民税をさらに減免してほしい 

10%

5%

57%

28%

心や身体のケア
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公的支援制度の情報提供・手続

支援
その他
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＜修繕関連＞ ８ 

・業者選定、修繕範囲など判断に迷うことが多い ２ 

・業者が多忙で予定が立たない 

・見積金額が高く感じる、希望者には市で見積を出してほしい ２ 

・応急修理を申請したが連絡がない ２ 

・業者への速やかな支払いを望む 

 

＜説明会・情報提供関連＞ １８ 

・速やかな情報提供及び定期的な説明会の開催を望む ５ 

・HP 等だけでなく紙媒体でも情報提供してほしい ４ 

・説明が分かりづらい ４ 

・自治体全体としての対応方針を知りたい ２ 

・情報提供や対応が部署や担当により差がある ３ 

 

＜その他＞ １０ 

・被災者に寄り添った、り災証明の対応を望む ４ 

・市が率先してスケジュール通りに液状化対策を進めてほしい ２ 

・官民一体で力を合わせて、解決策を話し合うべき 

・市営住宅入居後もケアしてほしい 

・市の対応に不信感をもっている 

・手続きには大変苦労したが、公的支援をいただき感謝している 


